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　本書を読み終えてみると，さす

が東口(志編とうならされた。同

氏の高邁な精神性と教育力の高さ

を反映し，気づかいの余白も実に

適切，各ページの文字とともに説

得力のある図や表の提示が，われ

われを次のページを読みたいとか

きたてるのである。知識が感性的

に身に付きやすい教育図書となっ

ている。おのおののページに向け

る眼力にいっそう力が知らず知ら

ずのうちに加わってしまうとい

う，そのような工夫が設定されて

いる。またみごとに多くの共著者

陣として素晴らしい専門家が並ん

でいる。

　昨今，NST 活動への評価は高

く，保険診療にも大きく反映され

たことは周知のことである。その

質を支え，そしてチーム医療を向

上させるにはもってこいの書であ

り，そして TPO を得た発刊とも

いえる。多くの医療従事者や教育

担当者は，日々の勤務の中で負担

を背負いつつ，努力による前進が

成されている。その努力の結果と

して，医療の原点ともいえる「ヒ

ポクラテス医学」の心と信念を日

常臨床の場にその理念の導入とそ

の普及へとつなげようとする各種

医療職の考え方にさらに向上がみ

られる。そのような日本的努力の

成されている今日，本書による具

体的で良質な臨床栄養学の次世代

も読んだ提案は，次への目標設定

と励みを提供していると考える。

ありがたいことである。

　さて，本書を一読した後の第一

印象として，編者・執筆者である

東口(志先生と共著者の方々の医

療への信念が，読者である医療実

践者に「ヒポクラテス医学の心」

をチーム医療の基本に置くべしと

の理念を強く訴えようとしている

ことが，一貫して伝わってくる。

同時に，「まったく異質の新しい考

え方を導入し，多くの医療者にそ

の体得と早期実践を」との要望も

直感できる。新しいチーム医療の

あり方を知ってもらいたい，との

思いが本書には込められている。

学ぶ者に従順的姿勢の重要性を訴

え，「忠実に素朴に病状を観察しよ

うとする姿勢の重要性」を勧めて

いる。

　共著者の先生方の今日に至るま

での多年にわたる経験，特に消化

器外科医や緩和医療あるいは広く

臨床栄養学での実践的苦労から得

た熟考性，そして生来から有する

才能が，編者が求めた該博な企画

の 1 つひとつに答える形となっ

ており，それぞれの項目としての

『真髄』にしっかり触れた解説文と

図が駆使され，NST を担当する者

の胸を強く打つ内容がいずれの

ページでも完結している。同時に，

厳格な雰囲気の中で常に努力せよ

との天の声ともいえる教示的な表

現が一貫して各所に垣間みること

ができる。患者を自然体でみるこ

と，疑問に対しては学問をするこ

とがいかに大切かをも訴えてい

る。未来のために想像する力，潜

んでいる既存の能力，を導き出す

とともに，臨床栄養学とはなにか

の真髄を伝えようとする緊張感と

熱気を込めた心意気が伝わってく

る。併せて医療者としての道徳・

哲学，医療者として身につけてお

くべきあたりまえの礼儀・規律に

ついても指導展開をしている。ま

ずは，臨床栄養学の知識整理，そ

して手工業的な技術への深い理解

を核心に設定し，私心をしりぞけ，

配慮，慎み，威厳，平静，判断，

清潔，知力，自由，忠誠などを勧

めている。若い医療従事者にわか

りやすく解説することに配慮し，

その中で人として豊かな関与をす

べきことも唱えている。このよう

に，医学教育指導者における臨床

栄養学の教育法のあり方と，今後

の方向性を広く示唆した貴重な書

と言える。われわれに何が要求さ

れているのか，何をすべきかを教

えてくれる名書である。
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